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＜病棟連絡事項＞
・青陽館プログラムの一環で9/16より毎週木曜日13:00～14:00の間に病院体育館を使用する事となりました。

・枕の洗濯が11/4にあります。詳細はWIZ掲示板にて確認してください。

＜患者様連絡事項＞
・石黒　理一郎様～採血結果よりCRP高値あり、セフジトレン処方となる。

・鈴木　洋光様～IFオーダーに便秘時追加、ピコスルファートNa内用液処方となる。

・中村　英作様～IFオーダーに便秘時浣腸施行の指示追加となる。

・塚本　勝昭様～主治医としては精神症状は落ち着いている為退院の方向性でも良いとのこと。ただし、両親が自宅へ帰って来る可能性はあるのか、兄様の退院に関しての意向を確認するよう指示あり。
・清水　志野様～臨時薬ナウゼリン15→10mgへ減量、コントミン25→12.5mgへ減量、他同内容で処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中は他室侵入や迷惑行為あり早めに開放観察終了としている。早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中は落ち着いて過ごしている。自室では大声や粗暴的行為は見られず、臥床し過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・石橋　進様～身体拘束中。拘束部位の循環障害なし。拘束一時解除し車椅子乗車し食事摂取している。自分が手術した時の事を穏やかに話している。不穏さなく疎通良好。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～朝食は全量摂取。頭痛訴え有り、9:30継続指示ロキソプロフェンNa（60）1T内服。昼食は拒食。自室でスマホを操作し活動している。不機嫌さはない。

＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・佐々木　明津子様～鼻汁の訴えあり、小青竜湯7日分処方となる。

・下屋敷　キヨ様～臨時薬同内容にて処方となる。発熱に関しては田中Drへ診察を依頼していくこととなる。胸部～骨盤部のCT検査、尿検査施行指示あり。

・大村　アイ様～臨時薬同内容にて処方となる。退院支援行うよう指示あり。

・類家　キン子様～臨時薬リスペリドン1.5→1.0mgへ減量、他同内容で処方となる。

・加藤　ツネ様～臨時薬ドネペジル3→5mgへ増量、クエチアピン追加、他同内容で処
方となる。

・佐々木　ツヤ様～臨時薬同内容にて処方となる。

・前田　忠弘様～臨時薬同内容にて処方となる。退院支援進めるよう指示あり。

・中村　英作様～臨時薬リボトリール、ベルソムラ中止、リバスチグミンテープ追加となる。

・中　誠太郎様～臨時薬同内容にて処方となる。介護保険の結果が出次第、すぐにサービス調整行うよう指示あり。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬同内容にて処方となる。

・前田　拓子様～臨時薬同内容にて処方となる。

・宮崎　宏之様～臨時薬バルプロ酸Na 600→800mgへ増量、他同内容で処方となる。

[bookmark: _GoBack]＜新入院患者様情報1>
日　　時：9月14日　12:21
  氏　　名：佐々木　理佳(ささき　りか)様
　生年月日：昭和57年7月24日 39歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病棟病室：東病棟Bユニット1号室
　＜経過＞
　当院へ3回の入院歴あり(最終:R2.7.16～R2.11.1)。
自宅へ退院後は週1回の訪問看護導入となっていた。デイケアも導入しているが、殆ど
行けず1回/月程度の利用となっていた。アルバイトも行っていたが長続きせず、すぐ
に退職していた。幻聴に左右された発言や妄想様発言あるが、都度薬剤調整行い不穏さ
なく経過。
　R3年8月中旬にアルバイトを始めたことをきっかけに幻聴が悪化。自宅内でも叫ん
だり喫煙量が増えたりしており、8/27急遽受診し増薬となっている。しかし以降も幻
聴持続しており、話す内容は支離滅裂で疲労感が強い状況。外来受診日を本日へ早め、
本日受診。本人から入院希望有り、R3.9.14東Bユニットへ任意入院となる。
　
【衣類】家族洗濯
【緊急時】当院対応
【売店】利用可。5千円/月
【他科薬】なし



＜新入院患者様情報2＞
　　　日時：9月14日　14:00
　氏名：鈴木　徳美様
　生年月日：昭和14年2月13日　82歳
　病名：アルツハイマー型認知症
　性別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
R1年8月21日高松病院にてアルツハイマー型認知症と診断。R2年5月に入ってか妄
想言動や徘徊、妻への粗暴行為があり警察介入や保護等を複数回受けている状態であ
り、同年5月21日に八戸市立市民病院へ入院となる。翌22日本人は落ち着いている
が、家族が当院での入院治療希望されたため、R2年5月26日当院初診、転入院とな
る。R3年1月15日退院後は老健はくじゅへ入所している。
R3年6月頃より日常的に暴言や威嚇行為が見られるようになり、特に女性職員に対
しての暴力や介護抵抗が頻回であると施設より連絡あり。施設対応困難な状態のため入院希望あり、R3.9.14東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

[bookmark: _Hlk82528796]【衣類】CSセットB-①
【緊急時】搬送希望
(八戸市立市民病院希望)
【売店】利用可(上限無)
【他科薬】
【介護保険】要介護5
【ケアマネ】無
【退院支援】家族様は老健への入所を希望
【ペースメーカー】次回定期受診R4.7.12

